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JR東労組中央本部 加藤書記長
JR東労組中央本部 井上業務担当部長
JR東労組盛岡地本 佐々木委員長
JR東労組秋田地本 泉委員長
JR東労組仙台地本 尾形書記長
JR東労組アドバイザー 佐藤 公雄氏
バス関東本部 大谷副議長
本部バス分科会 佐藤副会長
バス東北本部OB連絡会 坂本会長
JR東労組議員団会議 羽田事務局長

全組合員で団結を強化し
「安全で働きやすい職場環境」をつくり出し
19春闘勝利！更なる労働条件向上を勝ち取ろう！

バス東北本部は、２０１９年１月３０日（水）仙台地本会議室において「２０１９年
旗開き」を開催しました。
旗開きの前段で、分会代表者会議を行い、第３７回臨時大会においてのスローガン

「JR東労組の存亡をかけ、向こう２年間を展望し、未来を切り拓くために、１２地本が
総団結し、全組合員と共に組織の信頼回復と強化・拡大を実現しよう！」を基本とし、
２０１９年春のたたかいを提起しました。また、現在のバス東北各職場の現状、たたか
いの苦悩などが語られ、各職場からはバス社員試験を受けた組合員から「脱退届を会社
に提出しないと社員試験は合格できなのか？」「脱退慫慂の相談内容など、心理的不安
から安全問題につながる重大な問題だ！」など関係分会から報告がありました。また、
４月１日から施行される「働き方改革」についての議論も提起し、４つの雇用が存在す
るバス東北会社においての格差解消に向け各分会で学習会などを開催し、全組合員で認
識を一致させていく事を確認しました。今後、各職場で集会などを開催し、春のたたか
いの提起を周知して参ります。
「２０１９年旗開き」では、JR東労組中央本部加藤書記長から、特別講演を頂きまし

た。１８春闘総括視点から、現在のJR東労組の現状、１９春闘のたたかいの基本と方針、
向こう２年間のたたかいの方向性など、貴重な講演をいただきました。


